
な
ん
と
い
っ
て
も
、
北
ア
ジ
ア
に
生
成
し
た
政
治
権
力
の
形
に
一
つ
の
転
機

を
画
し
た
蒔
期
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
性
格
を
徹
底
的
に
究
め
る
こ
と

が
、
北
ア
ジ
ア
史
の
三
明
に
は
不
可
欠
の
こ
と
が
ら
な
の
で
あ
る
。
い
ま
こ

の
種
の
問
題
に
多
く
の
す
ぐ
れ
た
研
究
を
と
げ
ら
れ
た
著
者
の
業
綾
が
、
御

自
身
の
乎
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
世
に
送
ら
れ
た
こ
と
は
、
ち
か
ご
ろ
漸
く

盛
ん
と
な
っ
た
北
ア
ジ
ア
史
研
究
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。

　
　
（
論
果
洋
史
研
究
双
刊
刊
㎝
ニ
ラ
」
一
　
A
5
版
　
本
文
四
四
…
四
一
鼠
　
　
英
文
摘
要
六
百
ハ

　
　
図
版
四
　
昭
和
三
九
年
九
月
　
東
洋
史
研
究
会
刊
　
定
価
一
…
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
大
学
教
授
）

薬
嚢
羨

　
　
　
フ
ウ
ラ
ン
・
テ
プ
テ
ル
護
α

　
　
　
　
ー
チ
ベ
ッ
ト
年
代
認
－

ぴ
〉
窯
一
）
海
一
W
↓
鱗
閃
馬

弓
　
子
　
良
　
太

　
佐
藤
・
稲
葉
両
教
授
の
御
労
苦
1
7
糧
よ
る
「
旧
赤
醗
」
邦
訳
註
の
上
梓
を
み

た
こ
と
は
、
臼
本
西
下
学
の
水
準
が
挺
界
の
チ
ベ
ッ
ト
史
学
者
の
そ
れ
と
比

肩
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
我
々
チ
ベ
ヅ
ト
学
の
末
鷹
に
連
な

る
春
に
と
っ
て
も
共
に
欣
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
従
来
も
「
赤
羅
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
学
界
の
関
心
が
集
め
ら
れ
て

い
た
が
、
特
に
○
●
螺
．
匿
o
o
二
〇
プ
教
擾
が
一
九
購
九
年
に
「
青
冊
」
の
英

訳
を
繊
版
さ
れ
、
そ
の
序
論
（
や
く
轡
）
に
お
い
て
「
赤
冊
」
の
概
観
に
言

及
さ
れ
て
か
ら
、
　
一
贋
の
関
心
を
引
き
、
○
・
↓
煽
。
。
陣
教
擾
は
そ
の
入
手
の

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
を
探
索
し
、
，
「
薪
赤
紐
鳳
を
発
見
し
た
と
き
に
は
、

誤
っ
て
こ
れ
を
「
旧
テ
ブ
マ
ル
」
と
思
い
、
欣
び
の
余
り
身
震
い
を
覚
え
た

と
す
ら
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
菓
方
学
窮
十
二
輯
く
爾
蔵
の
歴
史
文
献
〉
）
。

　
「
赤
偶
」
即
ち
O
①
9
鋳
震
鳥
ヨ
鴛
嬉
9
通
称
O
①
σ
ム
ヨ
鍵
は
、
別
に

鵠
β
，
5
渉
斜
①
げ
み
財
①
同
と
も
呼
ば
れ
る
　
o
げ
o
q
・
8
ぴ
団
灯
ず
で
、
チ
ベ
ッ
ト
で

最
古
と
さ
れ
る
原
初
型
の
編
年
記
の
一
つ
で
あ
り
、
　
ツ
ァ
ル
・
グ
ソ
タ
ン

日
。
。
財
ρ
ゲ
σ
q
肖
ψ
み
プ
9
》
の
座
し
王
ク
ン
ガ
ー
・
ド
ル
ジ
ュ
　
］
困
錨
湿
、
自
σ
q
9
ヴ
噌
畠
○
虞
撤

の
二
二
四
六
年
の
著
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
赤
冊
鳳
原
本
お
よ
び
流
布
本
探
索
の
過
程
に
お
い
て
、
巷
間
に
「
捌
マ
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評轡

ル
ポ
史
」
の
原
本
が
ラ
サ
の
医
薬
院
。
。
窯
騨
午
障
ω
二
臼
鐘
」
に
、
ま
た
「
薪

マ
ル
ポ
史
」
が
ク
ン
デ
リ
ン
寺
院
閤
煽
苧
9
？
σ
q
財
ず
に
、
夫
々
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
疑
え
ら
れ
、
確
認
さ
れ
た
が
、
門
外
不
出
の
封
印
の
さ
れ
た
も

の
で
、
遂
に
将
来
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
流
布
本
に
関
し
て
は
、
シ
ッ
キ

ム
の
デ
ン
サ
パ
氏
㈹
U
㊤
雛
，
舞
嬉
㊤
が
「
旧
赤
冊
」
写
本
一
部
を
入
手
駈
蔵

し
、
ま
た
目
郎
0
9
教
擾
が
、
　
「
新
赤
冊
」
写
本
　
部
を
イ
タ
リ
ー
に
将
来

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
普
通
チ
ベ
ヅ
ト
史
の
研
究
に
我
々
が
用
い
る
の
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
正
統
的

史
書
と
簿
価
さ
れ
て
き
た
「
切
午
。
。
酔
。
鐸
の
仏
教
史
」
や
「
青
冊
扁
で
あ
っ
た
。

前
者
は
一
三
二
三
年
、
後
者
は
一
四
七
八
年
の
著
作
で
あ
り
、
九
世
紀
半
ぱ

の
吐
蕃
朝
崩
壊
以
降
元
初
ま
で
の
歴
史
は
闘
隙
が
あ
り
す
ぎ
て
不
明
確
な
問

題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
豆
銀
す
る
た
め
に
は
、
　
「
青
冊
」
な
ど

に
先
行
し
、
且
つ
典
拠
と
さ
れ
て
き
た
史
料
を
捜
査
し
、
そ
の
研
究
に
よ
っ

て
歴
史
の
再
構
成
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
眠
赤
心
」
は
特
に
「
青
珊
」

や
「
五
代
ダ
ラ
イ
仏
教
史
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
最
も
璽
要
な
先
行
文
献
の

一
つ
で
あ
る
。

　
「
零
墨
冊
」
は
「
旧
マ
ル
ポ
」
と
は
全
く
の
別
本
で
、
一
五
三
八
年
頃
に

ヴ
じ
d
欝
。
・
、
。
・
℃
瓢
誘
の
或
る
ラ
マ
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
旧
赤

冊
」
流
布
本
で
す
ら
、
そ
の
入
手
は
極
め
て
困
難
な
適
の
で
あ
り
、
カ
リ
ン

ポ
ン
在
住
チ
ベ
ッ
ト
人
貴
族
の
間
で
も
デ
ン
サ
パ
或
所
蔵
本
を
圓
施
し
て
い

た
ほ
ど
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
多
田
等
観
師
を
は
じ
め
多
く
の
我
が
国
チ
ベ
ッ

ト
研
究
者
が
撮
影
将
来
し
た
流
布
本
「
旧
説
醗
」
を
照
合
し
て
み
る
と
、
ク

タ
の
間
を
廻
っ
て
い
た
デ
ン
サ
パ
氏
所
蔵
本
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
ガ
ン
ト
ク
の
ナ
ム
ゲ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
研
究
所
で
は
、
デ
ン
サ
パ
氏

所
蔵
本
を
底
本
に
一
九
六
～
年
「
旧
赤
毛
」
テ
キ
ス
｝
を
刊
行
し
た
。

　
佐
藤
・
稲
葉
両
教
授
は
、
こ
の
活
字
本
テ
キ
ス
ト
を
再
び
流
布
本
写
本
と

校
合
さ
れ
、
再
者
間
の
微
細
な
相
違
点
を
註
記
さ
れ
た
。
そ
の
研
究
の
結
果

は
多
大
の
収
穫
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
重
要
な
も
の
を

御
紹
介
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
、
印
毒
忌
は
そ
の
ま
ま
で
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
不
充
分
な
も
の
で
あ

る
。

　
二
、
麟
⊆
山
ρ
諺
伽
①
げ
み
げ
震
の
作
成
年
次
は
ヵ
o
o
泣
。
財
教
擾
の
発
表
し
た

よ
う
に
一
三
四
丁
年
で
、
作
者
は
↓
昏
鉱
感
9
の
開
睾
ム
σ
Q
中
型
伽
？
ユ
②
で

あ
る
。

　
三
、
古
代
史
の
郡
分
は
8
ン
㊤
》
，
の
g
夢
午
プ
9
轟
な
る
書
に
よ
っ
て
書
か
れ

て
い
る
が
、
・
こ
の
書
の
名
は
唐
書
畦
蕃
（
伝
）
か
ら
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
日
β
0
9
教
授
が
巴
O
鴫
巴
、
奏
げ
ω
。
げ
。
。
。
投
げ
団
自
》
σ
q
。
・
ρ
甲
ぴ
曽
鴬
ヨ
Φ
山
。
訪

に
記
載
さ
れ
る
O
篇
夢
⊆
び
㊤
挿
。
げ
麟
鐸
を
「
続
吐
蕃
伝
」
と
解
し
た
の
は
誤

り
で
、
本
来
は
8
｝
毎
》
紹
昏
葺
げ
銘
9
舞
と
あ
っ
た
も
の
を
、
甥
α
Q
鴇
巴

嶺
び
ω
は
誤
っ
て
最
初
の
語
を
脱
落
し
た
に
掘
違
な
い
。

　
四
、
ω
㌘
ω
尊
響
嚇
の
大
ラ
マ
寺
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
故
も
あ
っ
て
、

詳
細
な
系
譜
が
書
き
こ
．
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
儒
顧
す
る
に
足
る
系

図
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
五
、
白
び
ρ
σ
Q
－
臼
。
σ
q
2
ら
ρ
に
つ
い
て
は
醤
貯
劉
⇔
づ
。
湊
と
の
密
接
な
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
六
、
西
夏
の
開
圏
伝
説
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
う
ち
で
は
最
も
形
の
古
い

も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
説
は
中
圏
文
献
に
は
全
く
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
七
、
末
尾
に
、
元
昼
鳶
至
大
二
年
の
詔
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
ラ
マ
を

保
護
し
尊
敬
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
中
国
文
献
に
な
い
と
こ
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ろ
の
も
の
で
あ
る
。

　
八
、
南
シ
ナ
語
の
音
訳
は
多
少
の
㍊
は
あ
る
が
、
元
号
明
初
の
音
を
写
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
又
轟
時
の
中
国
の
官
名
、
人
名
等
に
も
俗
語
化
し
た

も
の
が
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
昧
で
言
語
研
究
の
資
料

と
し
て
も
極
め
て
興
味
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
蛇
足
に
な
る
が
、
佐
藤
・
稲
葉
両
教
授
共
訳
註
門
フ
ゥ
ラ
ン
ニ
ア

プ
テ
ル
」
を
拝
読
す
る
と
、
　
一
例
で
は
あ
る
が
や
①
O
註
一
二
、
や
δ
帆

註
四
六
な
ど
の
よ
う
な
疑
闘
に
思
え
る
も
の
も
幾
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
の
で
、
こ
の
改
訂
版
の
出
版
が
近
い
将
来
行
わ
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
る
。

　
（
B
5
判
　
　
一
ご
工
二
習
貝
　
昭
和
三
十
九
年
五
月
　
法
曲
繊
館
発
行
　
唐
疋
価
二
、
六
〇
〇

　
　
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
ケ
ム
ブ
リ
ヅ
ジ
大
学
講
師
）
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